
平成29年度（第10回）国土交通大臣賞＜循環のみち下水道賞＞

グランプリ

浜松市

日本初、下水道へのコンセッション方式導入

　浜松市では、厳しい経営環境のなか、「民間でできることは民間で」の方針のもと、持続可能な経営体制の構
築に向け、民間事業者の創意工夫及び資金等を活用した官民連携の導入を推進しています。
　西遠浄化センター及び2ポンプ場は、平成28年4月に静岡県から浜松市に事業移管された施設です。市では移
管に伴い、①運営の一層の効率化を図り、②職員の増員を抑えつつ移管を受ける必要性がありました。これらを
解決するため、民間活力の導入方法を検討した結果、コンセッション方式の採用が最も効果が高いとの結論に至
りました。様々な議論を重ねて、下水道事業の特徴や本市の実情に合わせた「コンセッション浜松方式」を作り上げ、
平成29年3月に優先交渉権者を選定したところです。平成30年4月から、日本初の下水道分野におけるコンセッ
ション方式がスタートします。



上下水道総務課
内山　輝義

　本事業には、これまで国への派遣、市の現場部門、総務部門を異動しながら３年以上にわたり各立場で
携わってきました。現場には足しげく通い、県の方々には施設の状況を丁寧に教えていただくとともに、
公募資料作成に向けた調査にもご協力いただきました。また、検討が進むにつれ顕在化した様々な課題に
対しては、市の総務・料金・工事・施設の各部門が何度も議論を重ね解決を図りつつ、制度面の課題に対
しては、国において制度改正をしていただきました。さらに、民間事業者の方々からのご意見を踏まえる
ことで、官民双方にとって有益な事業スキームを構築でき、2グループから魅力的な提案をいただきました。
　今後は、本事業が全国のモデルケースとなるよう、平成30年4月の事業開始に向けた着実な準備を行っ
ていきます。


